
勤務時間とタイムカードのマッチング方法 
 

 ここでは、遅刻・早退・欠勤・入れ替わり・休日出勤・残業などが原因で、当初の

シフト表と実際の勤務時間が合わなくなった時のマッチング方法を説明します。 
 このマッチング検査は、次の操作の時に自動で行われます。 
 １．「給料計算」のページで「チェック開始」ボタンをクリックした時。 
 ２．「給料計算」のページで「個人」または全員の「決算」ボタンをクリックした

時（「個人」の場合は、該当者のみチェック） 
 ３．「給料計算」のページで「個人」または全員の「給料明細書印刷」ボタンをク

リックした時（「個人」の場合は、該当者のみチェック） 
 ４．「給与計算内訳」のページで「氏名」を変更した時（該当者のみチェック） 
 ５．「特別手当」のページで「日付」を変更した時。 
 ６．「売り上げ確認」のページで「シフト表（時間変更も含む）を基にする」を選

択した時。（「シフト表（時間変更も含む）を基にする」で「売り上げ確認」のペ

ージを開いた時） 
 マッチング検査でミスマッチがあった場合、次のように対処します。 
 
１． 打刻忘れ、または欠勤の場合、 
→つぎのようなダイアログが出ます。 

 
  ＞「OK」ボタンをクリックします。 
  →下のようにデータが表示されます。 

 
画像１ 

  ＞打刻忘れで、予定通りに勤務していた場合は、「タイムカード自動入力」ボタ

ンをクリックします。 




